
正 誤 表 

工 事 名  皆賀１丁目３６７地区急傾斜地崩壊防止工事（８－１） 

工事担当課  佐伯区農林建設部地域整備課 

公 告 日  令和８年９月１１日 

番

号 
修正箇所 

修正内容 
備考 

誤 正 

１ 
積算参考資料 

（見積単価一覧表） 

縞鋼板蓋 B 

(SS400)6*900*900 

縞鋼板蓋 C 

(SS400)6*900*900 
別紙１、２ 

２ 
第 SA0050 号 特殊代価表 

仮設防護柵Ⅶについて 

H 型鋼 SS400 150

×150×5×7  

エキストラなし 

H 型鋼 SS400 150

×150×5×7  

エキストラあり 

別紙３、４ 

３ 仕様書・特記仕様書等 特約事項なし 特約事項あり 別紙５ 

 



誤
（別紙１）



適用年版 管理費区分資源区分単価コード 単 価 摘 要単 位

見 積 単 価 一 覧 表
名 称

TA0040 跳水防止板 材料費

枚 R0806

材料単価 全間接費の

SS400+溶融亜鉛ﾒｯｷ 3.2t*450*1000        21,300 対象

TA0041 跳水防止板 設置費

枚 R0806

その他施 全間接費の

        8,000 工単価等 対象

TA0042 足掛け金物(SS400+溶融亜鉛メッキ)

個 R0806

材料単価 全間接費の

RB-φ19、300W        12,300 対象

TA0100 伐採

m2 R0806

その他施 現場一般の

          900 工単価等 対象

TA0101 集積積込（伐木）

m2 R0806

その他施 現場一般の

        1,400 工単価等 対象

TA0102 運搬（伐木材）

台 R0806

その他施 現場一般の

       12,000 工単価等 対象

TA0103 処分（伐木材）

t R0806

仮設材単 処分費など

       17,500 価等 の対象

TA0104 運搬（除根）

台 R0806

その他施 現場一般の

       12,000 工単価等 対象

TA0105 処分（除根）

t R0806

仮設材単 処分費など

       23,000 価等 の対象

TA0200 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑ1種

本 R0806

材料単価 全間接費の

300*200*2000         8,550 対象

TA0201 縞鋼板蓋A(SS400)

枚 R0806

材料単価 全間接費の

6*600*600 取手付き        69,300 対象

TA0202 縞鋼板蓋C(SS400)

枚 R0806

材料単価 全間接費の

6*900*900       107,000 対象

-     -126-8-31-120-1-T01-1-00 広島市

正
（別紙２）

（別紙２）



誤
（別紙３）

H形鋼の規格エキストラが計上されていない



仮設防護柵Ⅶ         10 ｍ 当り第  号SA0050 特殊代価表

名       称 数 量 単 価 金 額 摘 要単 位

H形鋼 SS400

150×150×5×7

t

         0.7

             [1]

主柱、L4.5×5本

H形鋼 ｴｷｽﾄﾗ<規格ｴｷｽﾄﾗ>

一般構造用(SS400) t≦38

t

         0.7

             [1]

主柱、L4.5×5本

等辺山形鋼 SS400 中型

(6×50・65・75)(8×65)(9×75)

t

         0.274

             [1]

横梁、L4.0m×10本

土留板（松板）

200*36*2000

m3

         1.44

             [1]

諸雑費

Σ[1] * 0.1

式

         1

とび工

人

         5.3

普通作業員

人

         8.9

合    計

ｍ

         1

円／ｍ

-     -22 広島市本設計書の施工条件は積算参考のために 
表示するもので契約書では削除します。

正 （別紙４）



特約事項について 

 

本工事における前金払及び部分払については、広島市建設工事請負契約約款に基づき、各会

計年度の支払限度額及び出来高予定額を下記のとおりとする。 

なお、この旨は、建設工事請負契約書の特約事項として記載する。 

 

記 

 

１ 各会計年度における支払限度額は、次のとおりとする。 

令和８年度  出来高予定額の９０％の額 

令和９年度  請負代金額から前会計年度の支払い限度額を差し引いた額 

        （ただし、万一前会計年度において繰越が生じた場合は、その額を別途加算

する。また、当該年度に繰越が生じた場合は、その額を次年度以降に支払

うものとする。） 

 

２ 支払限度額に対応する各会計年度の出来高予定額は、次のとおりである。 

令和８年度  設計金額の約７２％の額 

令和９年度  請負代金額から前年度までの出来高予定額の合計を差し引いた額 

 

 ただし、発注者は予算上の都合その他の必要があるときは、上記の事項について変更する

ことができる。 

（別紙５）
正


